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越門勝彦（こえもん・かつひこ）
哲学、倫理学。明治大学准教授。主要業績：著書『省みることの哲学 ジャン・ナ
ベール研究』（東信堂、2007）、編著『現代フランス哲学入門』（ミネルヴァ書房、
2020）ほか。
間瀬幸江（ませ・ゆきえ）
フランス両大戦間期演劇。宮城学院女子大学准教授。主要業績：『小説から演劇へ
ジャン・ジロドゥ 話法の変遷』（早稲田大学出版局、2010）ほか。
國枝孝弘（くにえだ・たかひろ）
フランス文学・言語表現論・フランス語教育。慶應義塾大学総合政策学部教授。主要
業績：「ことばは現実をどのように『すくいとるか』-体験・共感・言葉の所有」（宮
代康丈・山本薫編『言語文化とコミュニケーション』第3章 2023）ほか。
安部芳絵（あべ・よしえ）
子ども環境学・教育学・子どもの権利論。工学院大学教育推進機構教授、世田谷区子
どもの人権擁護機関委員。主要業績『災害と子ども支援』（学文社、2016）、『子ど
もの権利条約を学童保育に活かす』（高文研、2020）ほか。
永田千奈（ながた・ちな）
フランス語翻訳者。シュペルヴィエル、マッコルランなどの幻想文学のほか、ノン
フィクションなど訳書多数。
石井 敏（いしい・さとし）
建築学。東北工業大学建築学部建築学科教授、副学⾧兼建築学部⾧。特に介護や支援
が必要な高齢者や障がい者の施設や居住環境、認知症のための環境づくりに関する計
画と研究（建築計画学）。介護施設の計画や認知症の人の施設や環境づくりに関する
論文や書籍多数。
菊池勇夫（きくち・いさお）
日本近世史。宮城学院女子大学名誉教授。北日本（東北・北海道）を中心に、近世の
飢饉・災害、戦争などの歴史に取り組む。最近の著書：『戊辰戦争と東北・道南』
（芙蓉書房出版、2022）『江戸時代の災害・飢饉・疫病』（吉川弘文館、2023）ほか。

●会場アクセス●
仙台市営バス又は宮城交通バス
「宮城学院前」バス停徒歩１分
（お車での来場はご遠慮下さい）

●聴講には事前登録が必要です●
ご来場のうえ対面聴講の場合も、
ZOOM配信聴講の場合も、この
QRコードから登録して下さい。

事前登録は２月２２日（木）正午
までお受けします。ただし、定員
になり次第締め切ります。

【幼児・児童一時預りサービスを
希望される方は必ず、２月１０日
までに登録して下さい】

◆登壇者・コメンテータープロフィール◆

●問い合わせ先●
宮城学院女子大学キリスト教文化研究所
℡ 022-277-6210 kiriken@mgu.ac.jp


